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2. 機械式フォームド方式を用いた中温化アスファルト混合物の 

試験施工による技術検証 

 
Examination of Warm Mix Asphalt Mixture using Mechanical Foamed Method. 
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1.はじめに 
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2.試験施工および試験概要 

(1) 試験施工の概要 
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(2) 現場試験 
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表-1 試験施工に適用した混合物種類 

表-2 現場試験項目及び数量 

区分
グラフ
名称

層 混合物の種類
中温化
製造

製造・
施工温度

表層 ポーラスAs混合物(H型､13)

基層 粗粒度As混合物(改質Ⅱ型､20)

表層 ポーラスAs混合物(H型､13)

基層 粗粒度As混合物(改質Ⅱ型､20)

表層 ポーラスAs混合物(H型､13)

基層 粗粒度As混合物(改質Ⅱ型､20)
中温化

機械式
フォームド

通常温度'
－20℃

標準 ― 通常温度

施工性
改善

機械式
フォームド

通常温度

標準

改善

中温

試験種類 単位 試験機 数量
現場透水量試験 ml/15s 現場透水量試験機 ９箇所

BPN
振り子式スキッド
レジスタンステスタ

９箇所

動的摩擦
係数μ

DFテスタ ９箇所
すべり抵抗試験

供用年数 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目

平均値(℃) 7.1 6.2 5.3 6.0 5.2 7.0

供用年数 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目

平均値(℃) 7.2 7.5 7.5 6.1 6.9 5.3

路面温度低減量の経年変化は、遮熱性舗装と同様

に、調査箇所ごとにばらつきが見られた。

路面温度低減量の平均値は、供用 5年目まではや

や低下傾向にあったものの、その後供用 9年目まで

は供用 1年目と同程度以上に回復しており、施工後

10年程度まで路面温度低減効果が維持されている

傾向が見受けられ、少なくともサンプル数が比較的

多い供用 8年目までは、年数が経過しても当初の性

能を維持していると考えられる。

ただし、供用 9年目以降については、測定サンプ

ル数が少なく数値にばらつきが見られることから、

今後調査データの蓄積による確認が必要と考えられ

る。

(2)性能の持続性及び維持管理水準

①性能の持続性

路面温度低減量の経年変化の結果から、供用年数

が遮熱性舗装は 7 年、保水性舗装は 8 年経過しても

温度低減性能を維持していることが確認できた。

②維持管理水準

これまでの経年変化の結果から、遮熱性舗装、保

水性舗装ともに路面温度低減性能が急激に低下する

ということは考えにくく、少なくとも 7～8 年程度の

供用では、機能低下による維持・修繕が必要となる

ことはないものと考えられる。

4. まとめ

遮熱性舗装と保水性舗装の路面温度低減性能につ

いて、測定ならびに経年変化の把握を行った。

東京都において定義する路面温度低減量を解析し

た結果、路面温度低減性能は施工後 10 年程度まで路

面温度低減効果が維持されている傾向が見受けられ、

7～8 年程度経過しても一定の性能を維持している

ことが確認できた。

今後も調査を継続し、データの蓄積を進めていく

ことで、長期的な性能の持続性と維持管理水準を把

握する予定である。
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表-5 保水性舗装の路面温度低減量の平均値
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